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【実践の内容】
　学校とPTAが一体となり生活習慣と学習
習慣を身につけさせることから始めた基礎学
力の向上の取り組みと全教科・全教諭による
日々の授業での細かな工夫の継続が実を結ん
だ。さらに，生徒の実態を統計解析の手法を
使い生徒が必要としている力を把握し，生徒
に応じた指導を工夫していくことでさらに基
礎学力を高めることができるようになった。

【論文内容の紹介】
１　生活・学習習慣を定着させる取り組み

　学力向上のための基礎はきちんとした生活
習慣や家庭での学習習慣にあると考え，生徒
会生活部や家庭と連携して朝ごはんを必ず食
べる取り組みや，保護者と一緒に行う挨拶運
動，学校が出すプリントがきちんと家庭に届
いているか確認する取り組みを行った。
２　授業での工夫

　各教科で「基礎学力向上のための具体的取
り組み」を公開し，１年間継続して実践する
ようにした。
　自分の教科ではこういうことに取り組みま
すと宣言して実践しているので，どの教師も
責任と自覚を持って継続して取り組めた。ま
た，やるべきことをはっきりさせているので
実践に空白が生まれないなど効果があった。
３　統計解析の手法を使った実態把握

　今年度は学習適応検査と学力判定テストを
実施し，生活・学習習慣の定着度と学力の定
着度には関連性があるかどうか調べた。
　データから生徒は学習適応度と学力とは正

の相関関係があること，特に学習態度がよい
生徒や学習技能がよく身についている生徒ほ
ど学力が高いこと，学習時間や睡眠時間は学
力と関連性がないことが数値として示された。
３　学習技能を高める実践

　学習技能を高めるために英語科の授業の中
で次のような実践を行った。

（1）Ｂノートと小テストをリンクさせる
　宿題として家庭で練習すべき内容を示して
おいて，次時の授業での小テストの問題とす
る。生徒はポイントをしっかり練習するよう
になった。

（2）ノート鑑賞会
　お互いのノートを回覧してノートのとり方
が上手な生徒はどのようにノートをとってい
るか学習する会を持った。

（3）苦手な反復練習に慣れさせる
　地道な練習を嫌がる生徒に反復練習を技能
として身につけさせるために，基本文や単語
を５回書いて覚えるスタイルのプリントを授
業の最後にさせるようにした。
４　成果と課題

　生徒の現実から離れることのないよう実態
調査の分析を行い，生徒の実態に応じた実践
を心がけてきた。こうした取り組みの結果，
基礎学力が向上しただけではなく，生活にけ
じめができ，生徒会活動も活発になった。
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